
令和５年度 第１回 江戸川区熟年しあわせ計画及び 

介護保険事業計画検討委員会 

 

令和５年５月 31 日 午後７時 

グリーンパレス５階「孔雀」 

１ 開 会 

２ 区長あいさつ 

３ 委員長あいさつ 

４ 交代委員の紹介 

５ 議 事 

（１）計画の体系と関連する上位計画・条例（案）について 

（２）第９期計画の方向性について 

（３）生きがいづくり・介護予防・健康づくり施策の充実について 

６ その他 

７ 閉 会 
 
（配付資料） 

資料 1    検討委員会委員名簿 

資料 2    令和５年度検討委員会スケジュール 

資料 3   体系図 

資料 4   江戸川区 SDGs ビジョン（抜粋） 

資料 5   （仮称）江戸川区熟年しあわせ条例（案） 

資料 6-1  第９期計画の方向性について（人口及び高齢化率の推移・推計） 

資料 6-2  第９期計画の方向性について（国の基本指針） 

資料 6-3  第９期計画の方向性について（江戸川区の状況 ※基礎調査から見えること） 

資料 6-4  第９期計画の方向性について（成果指標の導入（案）） 

資料 7   江戸川区の熟年者の生きがいづくり・介護予防・健康づくり施策分布 

資料 8-1   元気施策の現況と今後の方向性 

資料 8-2   介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）の現況と今後の方向性 

資料 8-3   健康寿命延伸のための健診及び保健事業の現況と今後の方向性  

資料 8-4  生きがいづくり・介護予防・健康づくり施策 



本日の論点について 

１ 第９期計画の体系や方向性について 

① 前々回（書面開催）意見をいただき作成した「熟年しあわせ条例」（仮称）へのご意見 

② 計画の達成度・施策の効果測定・住民説明のために導入する成果指標（アウトカム指標）へ

のご意見（他にふさわしい指標など） 

２ 生きがいづくり・介護予防・健康づくり施策の充実について 

【課題】ポストコロナを見据えた熟年者の生きがいづくり・介護予防・健康づくり施策の推進 

① 第８期計画期間中、それぞれの活動で苦労したことやそこから得たもの 

それを今後の活動にどのように活かしていくか 

② 誰もがいつまでも元気に活躍できる社会を実現するために必要なこと 

（多様な就労・社会参加、健康寿命の延伸、医療・福祉サービスの改革 など） 

 委員会当日、資料説明をさせていただいたのちに委員の皆さまよりひと言ずつご意見を頂く予定です。 

上記から１つお選びいただき、論点に沿って１～２分程度でご発言くださいますようお願いします。 



氏　名 所属等

太 田 貞 司
公立大学法人長野大学
神奈川県立保健福祉大学

澤 岡 詩 野 ダイヤ高齢社会研究財団

小 川 勝

浅 岡 善 雄

金 沢 紘 史 江戸川区歯科医師会

大 林 武 史 江戸川区薬剤師会

藤 井 かおる 東京都医療ソーシャルワーカー協会

江 頭 勇 江戸川区訪問看護ステーション連絡会

林 義 人 江戸川区熟年者福祉施設連絡会

三 田 友 和 ＮＰＯ法人江戸川区ケアマネジャー協会

江 澤 岳 広 江戸川区訪問介護事業者連絡会

梅 澤 宗一郎 江戸川区地域密着型サービス事業者連絡会

佐 藤 豊 朗 熟年相談室（地域包括支援センター）

寺 沢 トキヨ 江戸川区民生・児童委員協議会

山 﨑 実 江戸川区社会福祉協議会

小 嶋 亮 平 なごみの家（江戸川区社会福祉協議会）

阿 部 仁

片 岡 英 枝

行 田 元

保木本 まり子

中 川 泰 一 江戸川区連合町会連絡協議会

野 村 和 男 江戸川区くすのきクラブ連合会

石 井 恵 子 江戸川区ファミリーへルス推進員会協議会

所 隆 宏 江戸川区議会議員

鹿 倉 勇 江戸川区議会議員

行政代表 船 崎 ま み 江戸川区副区長

合計 ２６人

区  民
(被保険者)

公　　　募

区議会議員

　江戸川区熟年しあわせ計画及び

介護保険事業計画検討委員会委員名簿

学識経験者

医療保健
関係者

江戸川区医師会

社会福祉
関係者
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検討委員会 日　程 会　場 主な議題（論点）

○ 第９期計画の体系や方向性について

○ 生きがいづくり・介護予防・健康づくり施策について

○ 医療・介護連携等について

○ 介護人材の確保、介護現場の生産性向上の推進について

○ 生活を支える介護サービス基盤の整備について

○ 住まいと生活の一体的支援について

○ 地域共生社会の実現について

○ 給付と負担について

○ 基本指針と「中間のまとめの構成と骨子（案）」について

１１月頃 「中間のまとめ」区民への周知

○「中間のまとめ」公表結果について

○ 第８期計画（令和５年度）の進捗について

○ 第９期計画書案の検討

２月頃 パブリックコメント

○ 計画案の報告

○ パブリックコメントの結果報告・検討委員会まとめ
第６回 ３月上旬

ＧＰ
孔雀

第３回 8月28日（月）
ＧＰ
孔雀

第４回 9月28日（木）
ＧＰ
孔雀

第２回 6月29日（木）
ＧＰ
孔雀

令和５年度　熟年しあわせ計画及び介護保険事業計画検討委員会スケジュール（予定）

第５回 １月下旬
ＧＰ
孔雀

第１回 5月31日（水）
ＧＰ
孔雀

資料 ２



江戸川区が目指すまちの姿

生きがいに
満ちた地域づくり

熟年しあわせ計画（老人福祉法） 介護保険事業計画（介護保険法）

区民一人ひとりが
希望を持ち
多様性に満ちあふれた

自分らしく輝けるまち

生命・財産を守るため
みんなで力を合わせて
あらゆる危機を
乗り越える

安全で安心なまち

限りある資源を
大切にし、青い空
豊かな水辺とみどりを
守り育てる

環境にやさしいまち

歴史ある産業と
新たな産業が調和し
地域に活力と価値を
生み出す

経済が元気なまち

地域の特色を生かした
まちづくりが進み
快適で便利な
暮らしができる

住み続けたくなるまち

ふれあいと支えあいのまち

熟年パワーのあふれるまち

健康長寿のまち

介護予防推進のまち

地域生活を支援するまち
介護する家族を支えるまち

安心介護のまち

安心、快適
心のバリアフリーのまち

いつまでも住み続ける
ことのできるまち

安心してサービスが
利用できるまち

連携により円滑なサービス
を提供するまち

生涯現役の
健康づくり

安心と信頼の
サービスづくり

みんなにやさしい
まちづくり

生活を支える
体制づくり

●区域（日常生活圏域）の設定

●区域ごとの「介護サービス」量の見込み

●各年度の「必要定員総数」（認知症対応型共同生活介護等）

●各年度の「地域支援事業」量の見込み

●介護予防・重度化防止等の取組内容・目標

介護保険料の決定

国の基本方針（介護保険法）

参酌する基準

資料３
体系 図

江戸川区熟年しあわせ条例（案）

資料
４

資料
6-2

資料
6-4

資料
５

（※地域福祉計画）
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資料５ 

 

（仮称）熟年しあわせ条例（案）について 

 

 

１ 条例案作成の経緯 

  区は、今日生まれた子どもたちが、平均寿命の 80 年を生きるとした 2100 年の未来に

向けて、目指すべきまちの姿と区、区民および事業者が果たす役割を定めた「ともに生

きるまちを目指す条例」を令和３年に制定しました。 

  この条例の理念を実効性があるものとするため、同年度の本検討委員会（書面開催）

において、事務局が作成した条例案の骨子を示し、熟年者に係る理念条例の必要性や骨

子に対する意見をいただきました。 

今般、それらを反映したものとして、別紙の「（仮称）熟年しあわせ条例（案）」を作成

しました。 

 

２ 基本的な構成 

  前文、目的、用語の定義、基本理念、区の責務、区民の役割、関係者（事業者、 

 支援団体）の役割、推進施策 

 

３ 条例の主な特徴 

 （１）ケアラーについて 

ケアラー（熟年者の介護、看護、世話をする者）を定義し、ケアラーが孤立しな

いよう社会全体で支えることを基本理念とした。 

区は、ケアラーからの意見を聞き、施策に反映・実施するほか、支援の要請を把

握し、適切な支援につなげる責務および理解促進の責務を有する。 

また、区民および関係者にも、ケアラーからの支援の求めがあれば、適切な支援

につなげるよう努めるものとした。 

 

 （２）認知症について 

     認知症を定義し、認知症を発症したとしても意思が尊重され、希望を持って日常

生活を送ることができることを基本理念とした。 

 

 （３）孤立防止について 

     望まずに孤立している熟年者及びケアラーの早期発見と支援を推進施策に盛り

込んだ。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



江戸川区熟年しあわせ条例（案） 

 

熟年者は、生まれてから今日に至るまで、それぞれの立場で尽力し、自身の成長とともに地域社

会の発展に寄与してきました。こうして培われてきた知識や技能は、私たちが未来をともに生きて

いくための礎であり、熟年者の一人ひとりは地域社会においてなくてはならない存在です。 

令和の時代を迎え、医療の高度化による平均寿命の延伸や熟年者のみで構成される世帯の増加な

ど、熟年者を取り巻く状況は変容しています。 

健康な高齢期を過ごす方が増え、多くの熟年者が就労や趣味活動、地域の助け合い活動など新た

な「生きがい」を見出し、満ち足りた日々を送る一方で、介護を必要とする方や認知症を発症する

方の増加、少子高齢化による支え手の不足、コミュニティ意識の希薄化などにより「生きづらさ」

を抱えながら日々を過ごす熟年者やそのケアラーの方もいます。 

私たちは、ともに生きるまちを目指す条例の考えをもとに、誰もが熟年者になるという認識を持

ち、地域の熟年者が誰一人取り残されることなく希望と生きがいに満ち、住み慣れた場所で安心し

て暮らしていけるまちを目指し、この条例を定めます。 

（目的） 

第一条 この条例は、熟年者のための施策に関し、基本理念を定め、江戸川区（以下「江戸川区」

という。）の責務並びに事業者及び区民等の役割を明らかにすることにより、地域の熟年者が誰

一人取り残されることなく希望と生きがいに満ち、住み慣れた場所で安心して暮らしていけるま

ちを実現することを目的とする。 

（定義） 

第二条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところに

よる。 

一 熟年者 概ね 60 歳以上の区民等のほか、加齢により生じる心身の変化等により日常生活に

支障が出ている状態の者をいう。 

二 ケアラー 熟年者の介護、看護、世話等をする者をいう。ただし、業としてこれらの活動を

行う者を除く。 

三 認知症 アルツハイマー病その他の疾患により認知機能が低下し、日常生活に支障が出てい

る状態をいう。 

四 フレイル 加齢により心身の活力（筋力、認知機能、社会とのつながり等）が低下した状態



をいう。 

五 区民等 江戸川区内（以下「区内」という。）に住み、又は区内で労働、学業その他の活動に

従事する者をいう。 

六 事業者 区内において事業活動を行う法人、団体及び個人をいう。 

（基本理念） 

第三条 すべての熟年者は、基本的人権を享有する個人としてその尊厳が重んぜられ、その尊厳に

ふさわしい生活を保障されるものであり、何人からも虐待や搾取を受けることがあってはならな

い。 

２ 熟年者が安心して暮らすことができるまちの実現に向けた取組は、熟年者にとって、次に掲げ

る事項を最大限尊重して推進するものとする。 

一 地域社会において自らの知識や経験を活かし、自身の希望に応じて自分らしい生活を送る

ことができること。 

二 疾病、フレイル又は認知症を予防又は早期に発見するため、自らの健康を保持増進する機

会が確保されるとともに、適切な検診や医療を受けることができること。 

三 認知症を発症したとしても、その意思が尊重され、希望を持って日常生活を送ることがで

きること。 

四 地域において孤立することなく、区や関係者から状況に応じた必要な支援を受けられ、ま

た、社会的活動に参加する機会を得られること。 

五 その希望や能力を活かせる仕事に就き、活躍する機会を確保されるように配慮されること。 

３ 前項の取組は、区と区民等、関係者等の多様な主体が相互に連携を図りながら、熟年者やケア

ラーが孤立することのないよう社会全体で支えていくように推進するものとする。 

（区の責務） 

第四条 区は、前条の基本理念にのっとり、熟年者が誰一人取り残されることなく希望と生きがい

に満ち、住み慣れた場所で安心して暮らしていけるまちの実現に向けた施策を総合的かつ計画的

に実施するとともに、継続的な検証を行う責務を有する。 

２ 区は、前項の施策の実施に当たっては、熟年者、ケアラー及び関係者からの意見を聴き、施策

に反映するものとする。 

３ 区は、熟年者やケアラーからの支援の要請を的確かつ早期に把握し、適切な支援につなげる責

務を有する。 



４ 区は、熟年者に対する差別及び虐待を防止するとともに、差別及び虐待を受けた熟年者に対し

て迅速かつ適切な保護を図る責務を有する。 

５ 区は、熟年者及びケアラーに関する施策及び正しい知識について、区民等や関係者らが理解を

深めることのできるよう、広報活動その他の理解の促進に関する施策を行う責務を有する。 

６ 区は、熟年者が必要とする情報を、媒体の種別を問わず、適切な時期に得られるようにする責

務を有する。 

（区民等及び事業者の役割） 

第五条 区民等及び事業者は、熟年者及びケアラーの置かれている状況について理解を深めるよう

努めるものとする。 

２ 区民等及び事業者は、熟年者及びケアラーが支援を要すると認められるときには、適切な支援

につなげるよう努めるものとする。 

３ 区民等及び事業者は、区が実施する、熟年者が住み慣れた場所で安心して暮らしていけるまち

を実現するための施策に協力するよう努めるものとする。 

（協力関係） 

第六条 区は、第三条に規定する基本理念を実現するため、区民等及び事業者と密接な連携を図る

とともに、熟年者に関する施策の実施に当たっては、国や他自治体と協力するものとする。 

（推進施策） 

第七条 区は、この条例の目的を実現するため、次に掲げる施策を総合的かつ計画的に行うものと

する。 

一 熟年者の尊厳が重んじられ、あらゆる虐待や搾取が根絶されるための施策 

二 熟年者が地域活動や趣味活動、就労等を通じて、自分らしく自己実現できる、生きがいづく

りに向けた施策 

三 疾病、フレイル又は認知症を予防又は早期に発見し、健康を保持増進する機会を確保する  

ための施策 

四 認知症に関する理解の促進と、認知症に起因する日常生活上の困難等の解消に向けた施策 

五 望まずに孤立している熟年者及びケアラーを早期に発見し、相談その他の支援につなげる  

ための施策 

六 前各号に掲げるもののほか、この条例の目的を実現するために必要な施策 

 



（災害対応における配慮） 

第八条 区、区民等ならびに事業者は、災害時（災害発生に備えた平常時の対策を含む。）に必要な

熟年者への支援について十分配慮する。 

（変化への対応） 

第九条 区は、将来の環境及び社会的な状況の変化に対応していくため、必要に応じて、この条例

の内容を見直すこととする。 

（委任） 

第十条 この条例の施行に関し必要な事項は、区長が別に定める。 

  

   付 則 

 この条例は、令和●年●月●日から施行する。 



　　人口及び高齢化率の推移・推計

（１）総人口の推移・推計

〔　年齢階層別人口の推移・推計　〕

・江戸川区の総人口は、令和元年度の700,296人をピークに減少傾向に転じ、直近の令和5年5月1日現在は689,042人で、今後も、総人口は減少し続ける
　見込みです。
・65歳以上の高齢者人口の割合は、約20％とおおむね横ばい傾向が続きますが、令和17年度頃から増加していく見込みです。
・特に、令和17年度を境に、現役世代（生産年齢人口 15～64歳）が急減し、高齢者一人に対する現役世代は、令和5年度の3.1人から令和22年度には2.4人へ
　大きく落ち込みます。
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江戸川区の総人口は、ゆるやかに減少していくと推計されています

推 計実 績

※人口は、住民基本台帳（各年度10月1日現在、令和5年度については5月1日現在）による

※高齢化率は、総人口に占める65歳以上人口の割合

※平成27～令和5年度は実績値

※令和7年度（2025年度）以降は、「施策策定のための人口等基礎分析（中位推計値）」による

※令和2年国勢調査の確定数を出発点とする「日本の将来推計人口（令和5年推計）」が令和5年4月26日に公表されたことから、今後、区の人口推計も更新する予定である
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（２）人口ピラミッドの推移 
 

 

 

 

 

 

・2025 年には、団塊世代が 75歳以上の後期高齢者となり、死亡者数が出生者数を上回る「自然減」の一層の拡大が見込まれます。 
 

・2025 年以降、「高齢者人口の急増」から「現役世代（生産年齢人口 15～64 歳）の急減」に人口構造の局面は変化していき、 

2040 年には団塊ジュニア世代が 65 歳以上の高齢者となり、高齢者数がピークを迎えます。 
 

 

 

〔 江戸川区の人口ピラミッドの推移 〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「施策策定のための人口等基礎分析（中位推計値）」による 

 

団塊世代が後期高齢者となる 2025 年頃が人口減少の局面です 
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（３）65歳以上人口の推移・推計

〔　65歳以上人口の推移・推計　〕

・65歳以上の高齢者人口は、令和5年5月1日現在146,700人であり、高齢化率は21.3％となっています。高齢化率はおおむね横ばい傾向が続きますが、
　団塊ジュニア世代が高齢期に差し掛かかりはじめる令和17年度頃から増加していく見込みです。
・特に、介護が必要な状態につながりやすい75歳以上人口は、おおむね増加傾向にあり、令和７年度には約7.8万人、高齢者の56.4％を占めると予測
　されます。その後、団塊ジュニア世代が高齢期に差し掛かかりはじめるため、高齢者人口に占める75歳以上の割合は減少するものの、人数は引き続き
　増加する見込みです。

63,869 67,426 70,809 73,597 76,261 77,133 77,376 80,216 81,924 77,903 76,203 74,137 79,124 88,379 97,086 96,870 93,859 89,511 86,481 85,630 84,183 82,554 80,695 78,305 75,357

76,895 76,162 74,731 73,054 71,198 70,606 70,368 66,815 64,776 60,165 66,267 
81,369 90,675 

83,574 

71,327 64,809 61,834 63,256 63,209 60,922 59,178 56,757 53,561 51,586 50,979

140,764 143,588 145,540 146,651 147,459 147,739 147,744 147,031 146,700 
138,068 142,470 

155,506 

169,799 171,953 168,413 
161,679 

155,693 152,767 149,690 146552 143361 139311
134256 129891 126336

20.5 20.8 20.9 21.0 21.1 21.2 21.4 21.3 21.3 20.1 21.1 
23.5 

26.1 27.0 27.1 26.8 26.6 27.0 27.4 27.7 27.9 27.9 27.8 27.8 27.9

45.4 47.0 48.7 50.2 51.7 52.2 52.4 54.6 55.8 56.4 
53.5 

47.7 46.6 
51.4 

57.6 
59.9 60.3 58.6 57.8 

58.4 58.7 59.3 60.1 60.3 59.6 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

平成

27年度 28年度 29年度 30年度

令和

元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 7年度 12年度 17年度 22年度 27年度 32年度 37年度 42年度 47年度 52年度 57年度 62年度 67年度 72年度 77年度 82年度

(人) 

75歳以上 65～74歳 高齢化率（％) 高齢者人口に占める

75歳以上の割合（％)
(%)

今後は介護が必要な状態になりやすい75歳以上人口が増加していきます

※人口は、住民基本台帳（各年度10月1日現在、令和5年度については5月1日現在）による

※高齢化率は、総人口に占める65歳以上人口の割合

※平成27～令和5年度は実績値

※令和7年度（2025年度）以降は、「施策策定のための人口等基礎分析（中位推計値）」による

※令和2年国勢調査の確定数を出発点とする「日本の将来推計人口（令和5年推計）」が令和5年4月26日に公表されたことから、今後、区の人口推計も更新する予定である

推 計実 績
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（4）高齢者世帯の推計（国勢調査の類型別による）
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区の高齢単身世帯や高齢夫婦世帯※は、今後２０年の間で増加していきます。
（※高齢夫婦世帯=夫65歳以上・妻60歳以上の世帯）

令和2年の国勢調査によれば、同年の高齢単身世帯及び高齢夫婦世帯の一般世帯数に占める割合は、それぞれ11.0%、6.7%となっ

ています。介護保険制度が発足した平成12年以降、これらの世帯数は一貫して増加しています。

こうした傾向に、本区が令和2年3月に策定した「施策策定のための人口等基礎分析」の65歳以上人口の推計を加味した将来推

計では、令和7年時点で高齢単身世帯及び高齢夫婦世帯の世帯数が減少したのち、老年人口（65歳以上人口）の高まりと生産年

齢人口（15歳～64歳人口）・年少人口（0歳～14歳人口）の減少を背景に、世帯数・世帯割合ともに高まっていく見込みです。



第９ 期計画の方 向性につい て 資料６－２

国の基本指針

第８期（令和3～5年度） 第９期（令和6～9年度） 検討委員会
■介護予防・健康づくり施策

〇一般介護予防事業の推進（PDCAサイクル、専門職の関与、

他の事業との連携）

〇在宅医療・介護連携の推進（看取りや認知症への対応強

化等）

〇要介護者に対するリハビリテーションの目標は国で示す

指標を参考に計画に記載

■地域包括ケアシステムの深化・推進

〇総合事業の充実化（第９期に集中的に取り組む）

〇医療・介護を効率的かつ効果的に提供する体制の確保、医療・介護の

連携強化

〇地域リハビリテーション支援体制構築の推進

〇介護事業所間、医療・介護間での連携を円滑に進める情報基盤整備

第１回

（5月31日）

第２回

（6月29日）■介護人材確保・業務効率化の取組の強化

〇介護分野で働く専門職を含めた介護人材確保

〇介護現場における業務仕分やロボット・ICTの活用、

元気高齢者の参加による業務改善

〇文書負担軽減に向けた具体的な取組の推進

〇要介護認定を行う体制の計画的な整備

■介護人材確保・介護現場の生産性向上

〇ハラスメント対策を含めた働きやすい職場づくりに向けた取組の推進

〇介護現場の生産性向上に資する様々な支援・施策に総合的に取り組む

〇文書負担軽減に向けた具体的な取組

〇介護認定審査会の簡素化や認定事務の効率化

■サービス基盤整備

〇2025・2040年を見据えた地域ごとの推計人口等から介護

需要等を踏まえ、計画を策定

〇介護離職ゼロの実現に向けたサービス基盤整備、地域医

療構想との整合

■サービス基盤整備

〇中長期的な人口動態や介護ニーズ等を捉え、地域の実情に応じた介護

サービス基盤を確保

〇定期巡回・随時対応型訪問介護看護、小規模多機能型居宅介護、看護

小規模多機能型居宅介護など地域密着型サービスの更なる普及

第３回

（8月28日）

■地域共生社会

〇地域共生社会の実現に向けた考え方や取組について記載

■地域共生社会

〇地域共生社会の実現という観点からの住まいと生活の一体的支援

〇重層的支援体制整備事業などによる障害者福祉や児童福祉など他分野

との連携促進

〇地域包括支援センターの業務負担軽減と質の確保、体制整備等
第４回

（9月28日）■認知症施策の推進

〇認知症施策推進大綱の５つの柱に基づき施策を推進

■認知症施策の推進

〇認知症施策推進大綱の中間評価を踏まえた施策の推進

〇認知症高齢者の家族介護者支援の充実（ヤングケアラーを含む）

●第９期計画中には、団塊の世代が全員7 5歳以上となる2 0 2 5年を迎える。

●高齢者人口がピークを迎える2 0 4 0年には、 8 5歳人口が急増し医療と介護のニーズを併せ持つ高齢者が増加する。

●生産年齢人口は、減少傾向に歯止めがかからない。

国の基本指針で「第８期」と「第９期」を比較すると、大きな方針転換はない



資料６－３

江戸川区の状況（基礎調査から見えること）

１．生きがいに満ちた地域づくり

n=(5,885)  

ひとり暮らしなどの熟年者を訪問・見守る
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通院や散歩の付き添いなど、外出を支援する

会食やサロンなど、地域との交流を支援する

電球の交換や衣替え、掃除など、日常の生活を支援する

食事をつくったり、自宅に届ける

歩行や移動が困難な熟年者に、車で移送を支援する

認知症の熟年者やその家族の地域生活を見守り・支える

その他
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《参加意向あり》48.9％

【参加者としての活動意向】（熟年者調査Ｐ78）

【地域の支え手としてできること】（熟年者調査Ｐ82）【参加者としての活動意向】（二号被保険者調査Ｐ185）

地域づくりを進める活動への参加意欲は、人づきあいが面倒という理由などから減少している。一方、将来の熟年者
となる二号被保険者の活動意欲は高く、明るい材料である。熟年者が地域の支え手となれる取組を継続させつつ、若い
世代の活動意欲が実践につながる多様なきっかけづくりを推し進めていく必要がある。

【活動したいと思わない理由】（熟年者調査Ｐ35）

似た目的のある活動や趣味などで忙しいから
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２．生涯現役の健康づくり

令和４年度調査 (5,885)

令和元年度調査 (1,385)
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《閉じこもり傾向あり》
15.5％

【外出の頻度】（熟年者調査Ｐ58）

【主観的健康観】（熟年者調査Ｐ22）

【健康維持の取り組み】（熟年者調査Ｐ31）

【デジタルデバイド】（熟年者調査Ｐ97）

コロナの影響もあり、熟年者の外出する機会は減少し閉じこもり傾向が上昇している。健康状態が良いと感じている
熟年者は多いが、健康維持の取り組みの必要を感じながら取り組みができていない熟年者もいる。デジタルの取り組み
も含め、効果的なアプローチをすることが健康づくりやフレイル予防にとって重要となる。
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(5,885) 29.4 28.9 20.7 10.8 6.6 3.7

ｎ (%)

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

い

る

た

ま

に

取

り

組

ん

で

い

る

取

り

組

ん

で

い

な

い

が

、
取

り

組

む

必

要

性

は

感

じ

て

い

る

関

心

は

あ

る

が

、
現

在

は

取

り

組

む

ほ

ど

の

必

要

性

を

感

じ

な

い あ

ま

り

関

心

は

な

い

無

回

答

《取り組んでいる》58.3％

どれも使用していない

無回答

n=(5,885)  

スマートフォンを使用している

パソコンを使用している

タブレットを使用している

61.3

21.3

9.6

26.8

8.0

0 20 40 60 80 (%)



３．安心と信頼のサービスづくり

【人材確保で困っていること】（事業者調査Ｐ232） 【ＩＣＴの活用】（事業者調査Ｐ244）

【介護保険サービス利用の満足度】（利用者調査Ｐ141）

現役世代の減少等により、全産業が人材不足となっている。介護需要の増加が見込まれる中、人材確保・育成・定着
は重要な課題である。ＤＸ推進による業務負担軽減、利用者からのハラスメント対策など、職場環境の改善による離職
防止や外国人材の受入れなどの環境整備を行い、利用者が希望通りに利用できるサービスを提供する必要がある。その
ことが、要介護者の安心した在宅生活を継続させ、介護者の負担軽減につながることになる。

n=(333)  

募集しても応募が少ない

良質な人材が集まらない

応募があっても条件が合わない

募集コストの割に採用が少ない

採用しても定着しない

その他

特にない

無回答

65.5

42.0

32.7

27.9

25.2

3.9

16.5

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
《活用したくない》7.2％《活用したい》89.2％

(333) 51.7 37.5 5.7

1.5

3.6

ｎ (%)

活

用

し

た

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

活

用

し

た

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

活

用

し

た

く

な

い

活

用

し

た

く

な

い

無

回

答

《希望通りに利用できていない》
10.0％

(621) 84.1 9.2

0.8

6.0

ｎ (%)

ほ

ぼ

希

望

通

り

に

利

用

で

き

て

い

る

希

望

通

り

に

利

用

で

き

て

い

な

い

サ
ー

ビ

ス

が

あ

る

ま

っ
た

く

希

望

通

り

に

利

用

で

き

て

い

な

い

無

回

答

【主な介護者の就労継続見込み】（在宅介護実態調査Ｐ342）

28.5%

33.7%

46.3%

45.7%

7.4%

9.0%

2.7%

3.6%

4.7%

4.8%

10.4%

3.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和元年度調査

令和4年度調査

問題なく続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

わからない 無回答



４．みんなにやさしいまちづくり

【介護が必要になった場合の希望の暮らし方】（熟年者調査Ｐ91） 【自分自身が介護受けたい場所】（二号被保険者調査Ｐ190）

【災害時の避難】（利用者調査Ｐ152） 【現在の住所に住み続けられない理由】（利用者調査Ｐ119）

世代により、介護が必要になった場合の暮らし方のニーズには異なる傾向が見られる。また、発災時に要配慮者が迅
速に避難できるよう、地域の多様な関係者が連携・協働した支援体制の確立が喫緊の課題である。中長期的な人口動態
を勘案し、介護需要のピークアウトを見据えた施設整備のあり方を検討しながら、あわせて住み慣れた住まいで暮らし
続けることのできる施策の展開が求められている。

令和 ４年度調査 (5,885)

令和元年度調査 (1,385)

(%)
ｎ

19.1 27.4 8.2 3.8 4.7 11.0

0.7

18.5 6.6

17.6 26.7 7.1 4.5 3.6 11.6

1.0

19.3 8.4

主

に

家

族

の

介
護

を

受

け

な

が

ら

、
自

宅

（
又

は

子

ど

も

の

家

）
で

暮

ら
し

た

い

主

に

介

護

サ
ー

ビ

ス

を

利

用

し

て

、
自

宅

（
又

は

子

ど

も

の

家

）
で

暮

ら
し

た

い

高

齢

者

向

け

住
宅

に

住

み

替

え

て

、
介

護

サ
ー

ビ

ス

を

利

用

し

た

い

有

料

老

人

ホ
ー

ム

な

ど

で

暮

ら

し

た

い

数

人

で

暮

ら

せ
る

、
家

庭

的

な

介

護

付

き

ホ
ー

ム

（
施

設

）
で

暮

ら

し
た

い

介

護

保

険

施

設

（
特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

な
ど

）
に

入

り

た

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

《在宅以外希望》20.7％《在宅希望》51.4％

(354) 18.9 20.3 22.3

2.5 0.8

18.4 15.0

1.7

ｎ (%)

現

在

の

住

ま

い

で

介

護

を

受

け

た

い

介

護

付

き

有

料

老

人

ホ
ー

ム

や

サ
ー

ビ

ス

付

き

高

齢

者

向

け

住

宅

等

に

住

み

替

え

て

介

護

を

受

け

た

い

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

や

介

護

老

人

保

健

施

設

な

ど

の

介

護

保

険

施

設

に

入

所

し

て

介

護

を

受

け

た

い

病

院

に

入

院

し

て

介

護

を

受

け

た

い

そ

の

他

一

概

に

言

え

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

《施設や病院等で介護を受けたい》45.1％

n=(137)  

住宅がバリアフリーになっていない

建物が老朽化し、耐震性に不安がある

ローンや家賃が高い

居室が狭い

周辺環境が悪い

家族との関係がうまくいっていない

近隣と人間関係がうまくいっていない

その他

無回答

37.2

33.6

25.5

13.9

6.6

5.8

2.2

27.7

1.5

0 10 20 30 40 (%)

(796) 20.2 47.6 12.2 12.3 7.7

ｎ (%)

自

力

で

避

難

で

き

る

家

族

や

知

人

等

の

助

け

で

避

難

す

る

こ

と

が

で

き

る

自

力

で

避

難

す

る

こ

と

が

で

き

ず

、
助

け

て

く

れ

る

人

が

見

当

た

ら

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

【住居の形態】（利用者調査117）
・一戸建て（持ち家）：45.1%
・マンション・アパート（賃貸）：17.7%
・分譲マンション：13.8%
・公営住宅：13.7%



５．生活を支える体制づくり

【医療ニーズの高い利用者の有無】（介護支援専門員調査Ｐ283） 【医療ニーズの高い利用者の在宅支援で必要なこと】（介護支援専門員調査Ｐ285）

【認知症に関する相談先】（熟年者調査） 【認知症の方や家族の方への支援で必要なこと】（介護支援専門員調査）

高齢化に伴い、今後も「医療ニーズと介護ニーズを併せ持つ熟年者」は増加していく。地域におけるリハビリテー
ションの推進、2 4時間体制の看護・介護サービスの充実など、一層の医療・介護連携が求められる。また、６人に１人
が認知症であると言われる中、家族への支援も含めた相談支援体制の整備や認知症を早期に発見できる仕組みづくりな
ど、介護予防との連携を推進する必要がある。

(349) 64.2 34.1

1.7

ｎ (%)

い

る

い

な

い

無

回

答

無回答

ケアマネジャーや介護職員の医療知識の向上

医療と介護の多職種間の連携強化

在宅での看取りを可能とする体制づくり

療養をしやすくする居住環境の整備

相談窓口の充実

その他

n=(349)  

24時間対応の看護・介護サービスの充実

訪問診療・往診体制の充実

介護する家族への支援の充実

急変時に円滑に対応できる体制の整備（ベッドの確保など）

78.8

68.8

65.0

61.0

57.0

54.2

43.6

34.7

26.9

5.4

4.3

0 20 40 60 80 100 (%)

n=(5,885)  

かかりつけ医

認知症専門の医療機関

熟年相談室（地域包括支援センター）

区役所

健康サポートセンター・保健所

認知症ホットライン（電話相談）

ケアマネジャー

なごみの家

その他

どこに相談したらよいかわからない

どこにも相談しない

無回答

54.3

25.1

21.9

16.2

15.9

10.2

9.7

3.6

1.1

11.9

1.4

4.8

0 10 20 30 40 50 60 (%)

無回答

身近な場所で気軽に相談ができる体制の整備

若年性認知症の方への支援の充実

認知症予防のための教室や講座の充実

認知症サポーターの養成など地域における支援の強化

認知症ケアパスの普及

その他

介護する家族への支援の充実

認知症に関する正しい知識の普及啓発

地域生活を支える介護サービスの充実

医療と介護の多職種間の連携強化

主治医と専門医の連携

主治医の認知症対応力の向上（早期診断・早期対応）

n=(349)  

78.5

66.2

51.9

49.0

48.7

44.7

42.1

37.2

27.5

23.5

18.9

5.7

2.3

0 20 40 60 80 100 (%)



その他

【孤独感】（熟年者調査Ｐ66）

【幸福感】（熟年者調査Ｐ23）

【孤独感】（利用者調査Ｐ131）

孤独感を感じる熟年者が一定数いる中、幸福と感じている熟年者は過半数を超えている。

(5,885) 5.0 33.4 40.9 18.0

2.7

ｎ (%)

「

1

0
～

1

2

点

」

（
常

に

あ

る

）

「

７
～

９

点

」

（
時

々

あ

る

）

「

４
～

６

点

」

（
ほ

と

ん

ど

な

い

）

「

３

点

」

（
決

し

て

な

い

）

無

回

答

(796) 11.1 45.6 29.9 6.2 7.3

ｎ (%)

「

1

0
～

1

2

点

」

（
常

に

あ

る

）

「

７
～

９

点

」

（
時

々

あ

る

）

「

４
～

６

点

」

（
ほ

と

ん

ど

な

い

）

「

３

点

」

（
決

し

て

な

い

）

無

回

答

令和４年度調査 (5,885) 6.8点

令和元年度調査 (1,385) 6.7点

平均
ｎ

0.4
0.6

1.2

3.8 4.0 23.6 9.1 14.5 18.6 8.7 9.5 6.0

0.4
0.5

1.0

3.6 4.5 20.3 9.5 15.0 20.2 8.8 10.0 6.4

(%)

０

点

（
と

て

も

不

幸

）

１

点

２

点

３

点

４

点

５

点

６

点

７

点

８

点

９

点

1

0

点

（
と

て

も

幸

せ

）

無

回

答

幸せが過半数

（前回比３ポイント増）

幸せ不幸

63.5
20.3

10

ふつう

%

幸せ

％

不幸

%



第９ 期計画の方 向性につい て

第９期計画の方向性

１．生きがいに満ちた地域づくり ・将来世代の活動意欲が実践につながるきっかけづくり
・熟年者が地域の支え手となる取組の充実

２．生涯現役の健康づくり ・健康維持の取組に必要性を感じている方へのアプローチ
・デジタルの取組を含めた健康づくり・フレイル予防

３．安心と信頼のサービスづくり ・職場環境の改善による人材の確保・育成・定着
・利用者が希望通り利用できるサービスの提供

４．みんなにやさしいまちづくり ・介護需要のピークアウトを見据えた施設整備
・要配慮者の円滑な避難に向けた支援体制の確立

５．生活を支える体制づくり ・認知症相談支援体制の充実と早期発見の仕組みづくり
・更なる医療・介護連携の推進

熟年者の「孤独感」が減り、「幸福感」が増える江戸川区に



資料６－４

熟年しあわせ計画 成果指標の導入（案）

指標名 現状（2023年） 目標（2026年）

幸福度
P23
P128
P175

６．６９点 増加↑

熟年しあわせ計画 計画全体の成果指標

５つの柱 指標名 現状
（2023年）

目標
（2026年）

１．生きがいに満ちた地域づくり P66,131
P78

・孤独感が「常にある」の割合
・地域づくりを進める活動への参加者としての意向「あり」
と「既に参加している」割合

・熟年者：5.0%
利用者：11.1%

・52.1%

減少↓

増加↑

２．生涯現役の健康づくり
－

P31

・65歳健康寿命
（要介護２以上の認定を受ける年齢の平均）

・健康維持に「取り組んでいる」割合

・男性：82.42歳
女性：85.89歳
（※2021年）

・58.3%
増加↑

３．安心と信頼のサービスづくり
P141

－

・介護保険サービス利用の満足度で
「ほぼ希望通りに利用できている」割合

・75歳～84歳の要介護認定率
・84.1%
・19.29%

増加↑
減少↓

４．みんなにやさしいまちづくり
－

P152

・江戸川区に「ずっと住み続けたい」割合
※令和４年度江戸川区民世論調査（P28）

・災害時に「自力で避難することができず、助けてくれる人
が見当たらない」割合

・47.4%
・12.2%

増加↑
減少↓

５．生活を支える体制づくり P88
P288

・認知症に関する相談先「どこに相談したらよいか分からな
い」割合

・医療機関との連携が「取れている」割合（ケアマネ）
・11.9%
・77.6%

減少↓
増加↑

※ページ数は基礎調査報告書

熟年しあわせ計画 「５つの柱」の成果指標

目的：計画の達成度を図る指標、効果測定や住民説明として導入することで、ビジョン達成型の計画とする。



要介護

要支援

事業対象者

フレイル

自 立

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

・
み
ん
な
の
就
労
セ
ン
タ
ー

な
ど

就労

・
く
す
の
き
ク
ラ
ブ

・
リ
ズ
ム
運
動

・
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

な
ど

地域活動
趣味活動

江戸川区の熟年者の生きがいづくり・介護予防・健康づくり施策分布 資料７

①生きがいに満ちた
地域づくり

一般介護
予防事業

・
に
こ
に
こ
運
動
教
室

・
口
腔
ケ
ア
健
診

・
介
護
予
防
教
室

・
熟
年
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー

な
ど

介護予防
生活支援
サービス

予防給付
(要支援)

健診事業

・
各
種
健
診
（
検
診
）

・
フ
レ
イ
ル
予
防
質
問
票

な
ど

健康施策

・
地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

・
フ
レ
イ
ル
予
防
セ
ミ
ナ
ー

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
な
ど

保健事業
と介護予
防の一体
的実施

・
い
き
い
き
ご
長
寿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
活
き
活
き
け
ん
こ
う
塾
・
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
）

②生涯現役の地域づくり ③安心と信頼の
サービスづくり

介護保険制度外 介護保険制度内



元気施策の現況と今後の方向性 

（１）くすのきクラブへの支援 

「くすのきクラブ」の活動をとおして、熟年者が地域において健康で生きがい

のある生活が送れるよう、クラブの活動に対して助成を行った。 

 

くすのきクラブ  対象者：60 歳以上 

 
クラブ数 
会員数 

令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

195 団体 
15,400 人 

   195 団体 
15,500 人 

195 団体 
15,600 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

   195 団体 
15,358 人 

188 団体 
     14,253 人 

196 団体 
13,699 人 

200 団体 
13,800 人 

 

 

（２）リズム運動の推進 

リズム運動の実施をとおして、熟年者の健康増進や仲間づくりを支援した。

また、リズム運動参加者の拡大を図るため、ＰＲの強化を図るとともに、経験の

ない方を対象とした各種初心者教室（男性のみを対象とした教室も含む。）や 

体験教室などを開催した。 

 

リズム運動  対象者：60 歳以上 

 
実施会場数 
参加団体数 
参加者数 

令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

214 か所 
228 団体 
10,100 人 

214 か所 
   228 団体 

10,200 人 

214 か所 
228 団体 
10,300 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

   214 か所 
228 団体 
10,024 人 

183 か所 
215 団体 
8,164 人 

178 か所 
209 団体 
7,574 人 

182 か所 
212 団体 
7,000 人 
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（３）熟年者の参加を促進する行事の実施 

熟年者が日頃の学習・活動成果を発表する「熟年文化祭」や、自らの健康増進

と世代間交流を図る「さわやか体育祭」等の開催をとおして、熟年者の社会参加

や地域交流を推進し、生きがいづくりを支援している。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度以降は各大会ともに開催

を自粛していたが、流行の収束がみえてきたことから、令和４年度に熟年文化祭

を再開した。 
 

リズム運動大会 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

5,000 人 5,000 人 5,000 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

中止 中止 中止 5,000 人 

さわやか体育祭 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

8,000 人 8,000 人 8,000 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

中止 中止 中止 8,000 人 

熟年文化祭 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

6,000 人 6,000 人 6,000 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

中止 中止 3,000 人 6,000 人 

 

課題と今後の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○くすのきクラブは、全体研修会の開催等を通して、クラブ間の交流や情報

交換をする機会を増やし、各クラブの活性化を図る。会員数の増加に向け

て、地縁にこだわらない趣味のクラブ(文化・スボーツクラブ)の募集を継

続する。また、町会・自治会とも連携し、各クラブの状況把握に努め、ク

ラブの存続支援を推進する。 

○リズム運動は、参加者が無理なく継続できるように、各種初心者教室やス

キルアップ教室等を開催する。また、体験教室の開催や、地域イベントや

ＰＲステージ等の機会を活用し、新規参加者の増加を図る。 

○熟年者の参加を促進する行事は、引き続き内容の改善を行いながら実施し

ていく。 

 



（４）くすのきカルチャー教室の充実 

熟年者が、健康で充実したしあわせな人生を送ることができるよう、生きが

いや仲間づくりのきっかけとなる、趣味や教養の学習の機会と場を提供した。

正規教室終了後は、自主性・自立性を高めて生涯現役として活躍できるよう、自

主活動教室を支援した。 
 

くすのきカルチャー教室（正規教室） 

 
 

 
 

令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

2,000 人 
100 教室 

2,000 人 
100 教室 

2,000 人 
100 教室 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

   1,491 人 
75 教室 

1,393 人 
92 教室 

1,505 人 
88 教室 

1,484 人 
89 教室 

くすのきカルチャー教室（自主教室） 

 
 

 
 

令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

5,100 人 
268 教室 

5,100 人 
268 教室 

4,300 人 
215 教室 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

   3,838 人 
226 教室 

3,058 人 
212 教室 

2,821 人 
210 教室 

2,794 人 
202 教室 

 

課題と今後の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇くすのきカルチャー教室は、受講生が定員を下回る教室があることが課題

となっている。 

〇幅広い世代の利用を促すため、受講可能となる年齢制限の撤廃、夜間教室

の実施を行っているほか、申込方法についても電話受付以外にインターネ

ット受付を開始しており、より申込しやすい環境を整備し、周知していく。 

 



（５）シルバー人材センターへの支援 

熟年者の「知識・経験・能力」を活かし、就業機会を確保・提供している公

益社団法人シルバー人材センターの事業を支援することにより、熟年者の生き

がいづくりと社会参加を促進した。 

シルバーお助け隊については、人手の確保が困難な熟年者のみの世帯等を対

象に、シルバー人材センターの会員が出向き、短時間で終わる簡易な仕事

（例：電球交換、家具移動、ゴミ出しなど）を行った。 

令和４年度からは、介護関連資格を持つ会員による介護予防・日常生活支援

総合事業（訪問型）「江戸川区シルバーサポート」を開始した。 

 

シルバー人材センター 対象者：60 歳以上 

 
会員数 

就業延実人員数 
（派遣事業人員含む）

令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

3,850 人 
36,500 人 

(37,140 人） 

3,900 人 
38,200 人 

(38,870 人） 

3,950 人 
40,000 人 

(40,700 人） 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

   3,724 人 
   31,991 人 
(33,490 人） 

  3,595 人 
   32,724 人 

(34,302 人） 

  3,675 人 
   33,806 人 

(35,419 人） 

  3,757 人 
   33,823 人 

(34,766 人） 

シルバーお助け隊 

実施件数 

就業延会員数 

令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

522 件 
534 人 

547 件 
559 人 

573 件 
585 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

316 件 

325 人 
425 件 
454 人 

438 件 
457 人 

451 件 
460 人 

江戸川区シルバーサポート 

契約件数 

就業延実人員数 

令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

－ － － 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

－ － 
12 件 
187 人 

15 件 
234 人 

 

課題と今後の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○会員増強の取組みとして、入会説明会の WEB 予約推進や出張開催など、入

会のハードルを下げる工夫を図る。 

○定年延長等の社会構造の変化に伴い、会員の平均年齢も高齢化しており、

高齢会員の就労継続には、多様な働き方の選択肢が必要となっている。 

〇新たに開始した「シルバーマーケット」の推進や区の「みんなのしごと受

注開拓ネットワーク事業」への参画を通じて、新規就業機会の獲得に努め

る。 

○就業中や経路途上における事故の防止が課題である。事故の過半数が転倒

事故であり、原因として会員のフレイル状態が考えられる。 

〇シルバー健康体操や安全パトロール等の取組みを通じて、安全管理対策の

徹底を図っていく。 



介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）の現況と今後の方向性 

介護予防・日常生活支援総合事業は、住民等の多様な主体が参画し、多様なサー

ビスを充実することで、地域のささえあい体制づくりを推進し、元気な高齢者をは

じめ要支援者等に対し効果的に支援していくことを目的とする。 
 

（１）介護予防・生活支援サービス事業 

対象者：①要支援 1、2 ②基本チェックリストにより生活機能の低下がみられた方 

訪問型サービス（国基準と同等又は緩和型サービス） 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

21,000 件 21,800 件 22,500 件 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

18,732 件 18,230 件 17,087 件 17,700 件 

通所型サービス（国基準と同等又は緩和型サービス） 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

41,300 件 42,900 件 44,200 件 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

32,460 件 33,851 件 33,615 件 34,700 件 

介護予防ケアマネジメント 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

43,200 件 44,900 件 46,300 件 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

35,173 件 35,295 件 33,193 件 34,300 件 

 

提供事業所数 

訪問型サービス（国基準と同等又は緩和型サービス）   各 4 月 1 日現在 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

142 事業所 
国基準と同等 140 事業所  

緩和型サービス 2事業所  

144 事業所 
国基準と同等 141 事業所 

緩和型ｻｰﾋﾞｽ 3 事業所 

151 事業所 
国基準と同等 148 事業所 

緩和型ｻｰﾋﾞｽ  3 事業所 

148 事業所 
国基準と同等 145 事業所 

緩和型ｻｰﾋﾞｽ 3 事業所 

通所型サービス（国基準と同等又は緩和型サービス） 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

181 事業所 
国基準と同等 154 事業所 

緩和型サービス 27 事業所 

177 事業所 
国基準と同等 150 事業所 

緩和型ｻｰﾋﾞｽ 27 事業所 

176 事業所 
国基準と同等 150 事業所 

緩和型ｻｰﾋﾞｽ 26 事業所 

183 事業所 
国基準と同等 157 事業所 

緩和型ｻｰﾋﾞｽ 26 事業所 

 

課題と今後の方向性 

 

 

 

 

 

 

〇利用件数について計画値を下回っているが、新型コロナウイルス感染症の

拡大による影響があったと推察している。一方で、事業者数は増加し、多

様な主体による多様なサービスが創設されるなど順調に推移している。 

〇今後も、多様な主体による多様なサービスの導入を推進するとともに、「江

戸川区ケアマネジメントに関する基本方針」に基づき、且つ地域ケア会議

などを活用した検証などにより、利用者の状態像やニーズに応じたサービ

ス提供に努めていく。 
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（２）一般介護予防事業 

対象者：６５歳以上の全ての方及びその支援のための活動に関わる方 

介護予防教室 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

2,000 人 2,000 人 2,000 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

1,048 人 944 人 1,190 人 2,000 人 

熟年介護サポーター 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

470 人 510 人 550 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

411 人 369 人 290 人 380 人 

介護予防把握事業実施者数 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

72,200 人 72,300 人 73,800 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

72,684 人 71,913 人 69,987 人 73,800 人 

にこにこ運動教室 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

1,614 人 
134 回   

4,119 人 
419 回 

5,520 人 
444 回 

5,750 人 
480 回 

口腔ケア健診 対象：65 歳以上 ※一般介護予防事業対象者以外も含む 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

9,800 人 10,500 人 11,200 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

6,159 人 6,384 人 8,547 人 9,300 人 

 
 

課題と今後の方向性 

 

 
〇新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて、参加型事業の実績については

計画値を下回っている。しかしながら、健診における心身機能等の把握や口

腔ケア健診の実績に関しては、計画値と同等または増加傾向にあることか

ら介護予防への意識と関心の高まりが窺える。 

〇今後も、健診等を通じて心身機能の低下が心配される熟年者の把握と参加

型事業による介護予防の普及啓発及び課題解決に向けた取組を続けてい

く。 

〇また、保健事業と介護予防事業、さらには生きがい、就労支援施策などと一

体的に実施することにより、熟年者が地域において多種多様な取組へ参加

できるよう支援、促進していく。 



健康寿命延伸のための健診及び保健事業の現況と今後の方向性 

（１）健康寿命延伸のための健診（検診） 

区民の健康増進のため、年齢や対象にあわせた健康診査(健診)やがん検診を

実施し、生活習慣病の予防及びがんの早期発見・早期治療を促進した。 

65 歳以上の方には体重や筋肉量の減少、低栄養、口腔機能の低下等による  

フレイル等の予防・改善に着目した健康診査を行った。 

 

長寿健康診査 対象者：75 歳以上及び後期高齢者医療制度加入の 65 歳以上 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

45,200 人 45,300 人 46,600 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

44,814 人 44,437 人 44,642 人 49,710 人 

国保健診  対象者：国保加入の40～74歳 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

43,000 人 43,000 人 43,000 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

38,431 人 39,761 人 37,798 人 37,400 人 

口腔ケア健診  対象者：65 歳以上 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

9,800 人 10,500 人 11,200 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

6,159 人 6,384 人 
7,706 人(2 月迄)

人 
9,660 人 

 

課題と今後の方向性 

【国保健診】 

〇社会保険適用の拡大や、若年人口減少による国民健康保険の被保険者数の

減少に伴い、対象者数は年々減少していく見込みである。 

〇令和３年度の受診率（法定報告）は44.0％であった。平成31年度は46.1％、

令和２年度は 42.1％であり、新型コロナウイルス感染症の影響が大きか

った令和２年度比では改善しているが、江戸川区第三期特定健康診査等実

施計画（H30～35 年度）の目標値 60％には及ばず、受診率向上に向け、よ

り一層の努力が必要である。 

【口腔ケア健診】 

〇令和４年度から、対象外だった 65･70 歳も「お口の節目健診」の受診対

象とした。勧奨効果もあり、受診者大幅増となった（65･70 歳で約 1,450

人増）。 

〇さらなる受診定着に向け、口腔ケア健診の実施環境を整える必要がある。 

（令和５年度当初現在、歯科医師会登録医院の約８割が対応） 

資料 ８-３ 



（２）健康寿命延伸のための相談等の充実  

生活習慣病やフレイルの予防のために、年齢等に応じた食事や運動などの生

活習慣改善支援を行った。 

 

国保健診 特定保健指導  対象者：国保加入の 40～74 歳 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

3,391 人 3,391 人 3,391 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

2,952 人 3,150 人 2,766 人 3,055 人 

※令和２～５年度実績・見込みは初回実施者数 
 

課題と今後の方向性 

〇令和３年度保健指導率（法定報告・終了率）は 44.0％であった。平成 31 年

度は 42.7％、令和２年度は 45.8％であり、江戸川区第三期特定健康診査等

実施計画（H30～35 年度）の目標値 45％以上の達成に近づいている。 

〇一方、国の目標値である 60％には及ばず、初回面談から評価までの実施率

を向上させる等、より一層の努力が必要である。 

 

（３）８０２０運動の推進  

歯周疾患をはじめとする口腔疾患の予防と、熟年者の歯の保持を目標とする

「8020（ハチマルニイマル）運動」の推進に、歯科医師会や地域と連携して取り

組んだ。 

 

8020 運動の周知・啓発 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

充実 充実 充実 

令和２年度実績 平成３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

440 人 383 人 1,665 人 1,700 人 

 

課題と今後の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇８０２０達成者は年々増加しているが、残っている歯数の増加に伴い、高齢

期のむし歯や歯周病の重症化の可能性が高まっているため、早期から歯の

健康を守る取り組みが必要である。 

〇「嚙む」「のみこむ」といった口腔機能を維持・向上させることでオーラル

フレイルを予防し、生涯を通じて食事や会話をすることを楽しめるように

支援していく。 

 



（４）感染症予防対策の充実  

65 歳以上の熟年者を対象にインフルエンザ予防接種を一部公費負担で実施 

した。また、肺炎球菌による肺炎予防のため、65 歳以上の方に高齢者肺炎球菌

予防接種の一部公費負担も実施した。 

熟年者インフルエンザ予防接種 接種者  

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

66,952 人 68,000 人 69,000 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

93,512 人 76,555 人 92,122 人 91,765 人 

熟年者肺炎球菌予防接種 接種者  

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

3,422 人 3,400 人 3,400 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

4,590 人 5,830 人 (※)5,268 人 6,666 人 

 ※令和 4年度実績は、江戸川区内契約医療機関で実施した接種者数。 

 

課題と今後の方向性 

〇都補助事業を活用し無償化や費用負担軽減を行った事等により、令和２年度

～４年度の計画を大きく上回る接種実績であった。 

〇課題として、費用負担の有無等が、接種率に多分に影響していることが浮き

彫りになっている。 

〇今後も都補助事業等を活用した上で、引き続き個別勧奨等を行い接種率の維

持向上に努めていく。 

 

（５）健康学習の場と機会の提供  

健康知識や健康に過ごす方法などを幅広く学ぶ場として、区民が必要とする

知識を、より身近な地域で得られるような場の設定と機会の提供等を行い、  

区民一人ひとりの健康づくりを支援した。 

地域健康講座  

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

30 回 
1,170 人 

60 回 
4,680 人 

60 回 
4,680 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

6 回 
66 人 

9 回 
287 人 

22 回 
2,935 人 

30 回 
3,490 人 

ファミリーヘルス健康講座  

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

30 回 
645 人 

60 回 
2,580 人 

60 回 
2,580 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

2 回 
39 人 

2 回 
41 人 

15 回 
444 人 

36 回 
1,600 人 



 

 

課題と今後の方向性 

〇令和２年から続いたコロナ禍の影響もあり、高齢者のフレイル予防のより一

層の推進が必要となっている。 

〇区民が健康づくりを自ら実践するために必要な支援を探り、より効果的な方

法を検討し実施していく。 

〇コロナ禍で中止していたファミリーヘルス推進員活動の活性化を図る必要

がある。また、コロナ禍で家にこもりがちであった方々に対するアプローチ

が必要である。 

 

（６）ウオーキングの推進  

熟年者でも無理なく手軽に行え、健康増進効果が高いウオーキングを、地域に

おける健康づくり運動として推進した。 

 

健康ウオーキング大会参加者数  

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

4,800 人 4,800 人 4,800 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

95 人 345 人 848 人 1,750 人 

 

 

課題と今後の方向性 

〇ウオーキングは、熟年者でも無理なく手軽に行えることもあり、健康づくり

の取組として確実に地域の熟年者に浸透してきている 

〇参加者、運営側（ファミリーヘルス推進員）の高齢化が課題であり、大会形

式を継続していくのか、内容や方法の検討が必要となっている。 

〇熟年者が、身近な地域で日々ウオーキングを継続できるよう支援を継続して

いく。 

 

 

  



（７）地域ミニデイサービス実施への支援  

虚弱な熟年者の閉じこもり予防と、地域住民との交流をとおした仲間づくりを

支援するため、身近な町会会館などを利用して会食や趣味活動、健康づくりなど

を行う地域ミニデイサービスの実施を支援した。 

 

地域ミニデイサービス か所数  

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

35 か所 35 か所 35 か所 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

35 か所 34 か所 33 か所 30 か所 

地域ミニデイサービス 開催回数・参加者数  

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

32 回 
延べ 399 人 

149 回 
延べ 822 人 

254 回 
延べ 2505 人 

345 回 
延べ 3400 人 

 

 

課題と今後の方向性 

〇コロナ禍による活動の制限やボランティアの高齢化などから閉会する会が

散見されている。 

〇活動の再開や開催方法について支援を継続していく。 

 

（８）リハビリテーション支援の実施  

熟年者の疾病予防やフレイル予防のために大切な体力や筋力の保持の必要性

を周知するとともに、運動実践の支援を行った。また、身体機能の低下等がみ

られる区民の生活の質の向上や自立のためのリハビリテーションの取組を支援

した。 

 

リハビリ・運動相談回数  

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

600 回 600 回 600 回 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

６０７回 ９０６回 １１６１回 ９００回 

 

 

課題と今後の方向性 

〇健康づくりのためには体力や筋力の保持が必要であることを周知するた

め、令和３年度途中から個別の体力チェックを開始した。 

〇今後も運動の習慣化への支援を行っていく。 

 

 

 



（９）フレイル予防の推進  

フレイルの概念の普及と早期の気づきを促すとともに、予防の取り組みへの働

きかけや実践のための支援を行った。 

健診を活用したフレイル予防の普及啓発  

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

72,200 人 72,300 人 73,600 人 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

69,278 人 68,588 人 66,847 人 71,100 人 

えどがわ筋力アップトレーニング出張講座  

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

50 回 100 回 100 回 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

30 回 56 回 59 回 60 回 

健口体操の普及啓発    

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

充実 充実 充実 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

22,904 人 13,580 人 19,532 人 20,000 人 

「栄養かぞえ歌」普及            

 

令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

FM えどがわ、地域
ミニディ等の通い
の場で普及 

充実 充実 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

FM えどがわ 8 回放
送。地域ミニディ
は 32 回開催。 

FM えどがわ 7回
放送。地域ミニデ
ィは 68 回開催。 

FM えどがわ 8回放
送。地域ミニディ
は 194 回開催。 

 
実施 

 

 

 

課題と今後の方向性 

〇健診活用ガイドでより分かりやすい内容でフレイル予防の浸透を図る 

〇各種講座や普及啓発を通して、運動機能、口腔機能、低栄養の予防を重点に

取り組んでいく。 

〇区民へ情報を提供するために、ナッジ等の手段を用い、引き続き普及啓発を

していく。 

 

 

 

 

 

 



 

 

  フレイルなど高齢者の心身の課題・状態に対応した保健事業を行い、健康寿命の

延伸を図るため、保健師や栄養士等の医療専門職が糖尿病や低栄養などのハイリス

ク者への個別支援を行ったほか、熟年者の通いの場においてフレイル予防の普及や

運動・栄養改善のプログラムを実施した。（令和３年度新規事業） 

 

活き活き健康塾 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

－ － － 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

－ 377 人 1,303 人 2,875 人 

ハイリスク者への支援（高血圧） 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

－ － － 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

－ 23 人 17 人 18 人 

ハイリスク者への支援（低栄養） 

 
令和３年度計画 令和４年度計画 令和５年度計画 

－ － － 

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込み 

－ 32 人 28 人 27 人 

 

課題と今後の方向性 

〇活き活きけんこう塾においては、参加者が非常に少ない地域がいくつかあっ

た。会場や周知方法を検討し、参加者の増加に向けた工夫を行う。 

〇また、参加者が自主グループを作り、プログラム終了後の自主的な活動継続

を目的の１つとしているが、達成状況は芳しくない。 

〇プログラム終了後も継続的な活動に展開できるよう、フォローアップ教室の

充実や自主グループ化を、熟年相談室やなごみの家と連携して支援してい

く。 

〇ハイリスク者への支援（高血糖）においては、目標参加率 10％に対して、令

和３年度 8.5％、令和４年度 6.7％と未達成である。参加率を上げるアプロ

ーチ方法を検討する必要がある。 

〇ハイリスク者への支援（低栄養）においては、対象者が自身の栄養状態を把

握できていない者が多い。 

〇事業を通じて「フレイル」の認知度の低さを実感しており、今後は高血糖や

低血糖のみならず、フレイル予防の視点でも指導・支援を実施していく。 

 

＜新＞（10）いきいきご長寿プロジェクトの推進 



生きがいづくり・介護予防・健康づくり施策

熟年者の社会参加・活躍の場の拡大

社会参加の機会として、65歳～79歳の熟年者の多くは、

収入のある仕事をしていると回答している。

（65～69歳は約45%、70～74歳は約33%、75～79歳は約22%）
  全  体 (5,885)

男性 (2,639)

女性 (3,197)

65～69歳 (1,099)

70～74歳 (1,524)

75～79歳 (1,235)

80～84歳 (1,064)

85～89歳 (  641)

90歳以上 (  274)
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《参加している（仕事をしている）》

熟年しあわせ計画及び介護保険事業計画改定のための基礎調査報告書（令和5年4月）から抜粋

区の熟年者の約15%を占める団塊の世代（昭和22年～24年生

まれ）などの活躍の場を拡大し、より多くの熟年者を地

域・社会とつなげるため、既存の取組に加え、多様な働き

方を可能とする仕組みを充実させる。

資料８-４



みんなのしごと受注開拓ネットワーク事業
熟年者・障害者・ひきこもりなど、働くことに困難を抱える人を支援する事業所の
ネットワークを構築し、委託事業者が企業等に対して営業開拓して獲得した仕
事をマッチングすることにより、働く機会の創出及び収入の増加に繋げる。

就労を支援するネットワークを構築

みんなのしごと
受注開拓ネットワーク

営業
切り分け提案

企業・官公庁 仕事依頼

契約

マッチング
特性に合った仕事を提案

みんなの
就労センター

シルバー人材
センター

障害者福祉
事業所

働く意欲があっても、企業と就労希望者のニーズ
が合わず、適切な就労に結びつかない

①

②

④

③

企業・官公庁

【課題】
障害者などの
雇用ノウハウ不足

課 題 施 策

【課題】
就労条件による
制約がある

【課題】
会員の高齢化

【課題】
工賃(賃金)が低い

就労支援は、福祉的事業所でバラバラに実施
しており、それぞれに課題を抱えている

みんなの
就労センター

障害者福祉
事業所

ミ ス マ ッ チ

参加 参加 参加

委託事業者

シルバー人材
センター

シルバー人材
センター



いきいきご長寿プロジェクト
（高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施）

活き活きけんこう塾

＜対象者＞
65歳以上の区民

＜内 容＞
全6回のフレイル予防プログラム
・椅子やけん玉を使った運動
・食事や口腔ケアのポイント
を紹介

ポピュレーション
アプローチ ハイリスクアプローチ
心身機能の
低下リスクあり

高血糖や低栄養など
重症化リスクあり

健診や医療・介護
サービス利用なし

＜対象者＞
長寿健診受診者

前年度の健診結果で
高血糖・低栄養と判定

＜内 容＞
面談や電話による
3か月間の個別支援

低栄養相談
糖尿病栄養相談

＜対象者＞
健診や医療機関の受診歴なし
介護認定等を受けていない者

＜内 容＞
調査票を送付し、
健康状態の把握
未回答者の状況把握と
必要な支援につなぐ

健康状態不明者へ
のアプローチ

R５～


